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（表２）

ピーマン 2 ツルムラサキ 1 トマト（施設） 4 
ミニトマト 1 スモモ（プラム） 1 ナス 3
バレイショ（ジャガイモ） 1 カボチャ 2
菌床しいたけ（施設） 2 シシトウガラシ 1
トウモロコシ 2 ズッキーニ 2 サヤインゲン 5
牛肉 4 原乳 5

（表１）

福島県が行ったいわき地方の７月の農林
畜産物の放射性物質モニタリング調査結果
をお知らせします。

調査した１６品目３７検体のうち、１５
品目３６検体は、検査機器の検出限界値以
下でした。基準値内で検出のあった１品目
はビワで、基準値を超えたものはありませ
んでした。品目としては、ピーマン、ツル
ムラサキ、トマト（施設）、ミニトマト、
スモモ（プラム）、ナス、バレイショ
（ジャガイモ）、カボチャ、菌床しいたけ
（施設）、シシトウガラシ、トウモロコ
シ、ズッキーニ、サヤインゲン、牛肉、原
乳の検体すべてにおいて検出が認められま
せんでした。７月３１日現在、いわき地方
産の農林畜産物で出荷が制限されているの
は、ユズ、くり、たけのこ、ぜんまい、た
らのめ（野生のものに限る。）、わらび、
こしあぶら、野生きのこ、原木なめこ（露
地栽培）です。また、さんしょう（野生の
ものに限る。）が出荷自粛となっていま
す。

また、平成２４年産の米は、全袋検査を
実施しており、７月末までの検査点数５２
１，９６９点のうち９９．７％の５２０，
４３５点が測定機器の測定下限値未満、
１，５３３点が基準値内で検出が確認され
ました。もち米１点が基準値を超過しまし
たが、管理されており、市場には出回って
おりません。

調査結果は、福島県のホームページ「ふ
くしま新発売。」の農林水産物モニタリン
グ情報、２４年産米については、「ふくし
まの恵み安全対策協議会」で簡単に検索で
きますので、結果をご確認ください。

　1品目
　1検体

７月１８日（木）、県いわき合同庁舎に
おいて、いわき地域産業６次化運営会議
（事務局：いわき地方振興局・いわき農林
事務所・水産事務所）主催による平成２５
年度第１回「いわき地域産業６次化ネット
ワーク交流会」を開催し、ネットワーク会
員など約７０名が参加しました。

農林水産業の振興のみならず、東日本大
震災からの復旧・復興の手段としても注目
されている地域産業６次化をさらに推進す
ることが交流会の目的です。

ネットワーク交流会では、売れる商品づ
くりの専門家であり、福島県６次産業化プ
ランナーや福島県農業振興審議会委員など
を務め、福島県の農林水産業にも詳しい
(株)ドゥーイットの本部映利香代表取締役
が「６次化商品開発のヒント～売れる商品
はこうして作る～」と題して、まず講演を
行いました。

講演の中で本部氏は、物づくりに大切な
ことは、「柔軟な発想」と「消費者の話を
聞くこと」であることをわかりやすいたと
え話を使いながら説明しました。

さらに、具体的な商品開発に当たって
は、商品の試作に入る前に「市場調査」、
「競合相手・類似品調査」、「だれにどの
ように売るか」の３点の検討が必要であ
り、この作業を省略して商品開発を行って
も利益の出ない自己満足の商品になってし
まうことを指摘しました。また、だれにど
のように売るかを検討する際には、ター
ゲットを絞り、比較的高い価格でも消費者
が「これでなければだめ」という商品を開
発した方が良いとのアドバイスがありまし
た。

　0品目
　0検体
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１点も放射性セシウムが検出されなかった品目と検体数

 いわき地方の農林畜産物
 モニタリング調査結果

農林畜産物の調査結果（7月）

基準値内で検
出された品目
と検体数

放射性セシ
ウムが検出
されなかっ
た品目と検

体数

基準値を超過
した品目と検
体数

計

放射性セシウムが検出さ
れた品目と検体数

　15品目
　36検体

 16品目
 37検体

第１回いわき地域産業６次
化ネットワーク交流会を開
催しました

〈東日本大震災関連〉

〈一 般 情 報〉



次に、６次化商品ＰＲ及び開発検討交流
会が行われ、４名の事業者が持参した商品
について、本部氏が商品開発や販路開拓に
ついてそれぞれの事業者にアドバイスしま
した。アドバイスは、商品を持参した事業
者のみならず、他の参加者にとっても商品
開発や販路開拓の参考になったようです。

その後、参加者間の交流の時間となり、
参加者が盛んに意見交換を行っている様子
が見られました。

とまとランドいわき名誉賞受
賞
全国農業コンクール全国大会
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日本農林漁業振興会が共催で今年１１月に
開催される第５２回農林水産祭に推薦さ
れ、農林水産業者の技術改善や経営発展へ
の取組みを表彰する天皇杯等３賞受賞者を
決める審査に臨みます。

ふくしま復興祭が開催され
ました

（講演を行う本部氏）

７月２１日（日）から２２日（月）にか
けて、いわき市の主催により、いわき市常
磐湯本町にある２１世紀の森公園でふくし
ま復興祭が開催されました。

ふくしま復興祭は、『「食」のオールス
ター、「物産」のオールスター』をサブ
テーマに被災地の食と物産を全国に発信す
る機会を創出するとともに、これまで被災
地に支援をいただいた全国各地の自治体、
団体にも参加を呼びかけ、食と物産を通し
て感謝を伝えると同時に新たな交流を深め
ることを目的としています。

メインステージでは、ふくしま復興祭
「風とフクミライ」と題して福島県出身の
著名人による音楽ライブやフラガールの
ショーが行われ、歓声や拍手が起こるな
ど、大盛り上がりとなりました。

一番盛り上がっていた「食のオールス
ターゲーム」コーナーでは、秋田県の「横
手焼きそば」や宮崎県の「チキン南蛮」な
ど全国のご当地グルメが集結し、グランプ
リを目指して競い合いました。ジャンボサ
イズのフライドポテトを袋いっぱいに詰め
た「東京ポテト」や「大阪大たこ焼き」に
は長蛇の列ができ、会場のあちこちでおい
しそうに頬ばる様子が見られました。最終
日、これらのグルメを押さえて地元いわき
市を代表としてカジキグルメ実行委員会が
出展した「ジャンボカジキバーガー」がグ
ランプリに輝きました。

「ふくしまの食・いわきの食」コーナー
では、県内市町村の特産品やいわき市内の
事業者による串焼きやかき氷、産地直送の
農産物などの販売が行われました。市外か
ら訪れた観光客は、いわきの食を味わう一
方、いわき市民は、県内のそれぞれの特産
品に注目するなど思い思いに楽しんでいま
した。

２日目の２２日（月）には、いわきグ
リーンスタジアムで「マツダオールスター
ゲーム２０１３第３戦」が行われ、ふくし
ま復興祭を一段と盛り上げました。

この復興祭に足を運んだみなさんの熱い
思いが福島のＰＲにつながり、復興の一助
となることが期待されます。

７月１８日（木）、第６２回全国農業コ
ンクール全国大会が、郡山ユラックス熱海
で行われました。全国の２０代表が集ま
り、本県からは、いわき市の(有)とまとラ
ンドいわき、須賀川市の(農)稲田アグリ
サービス（(株)ジェイラップ）、昭和村の
(有)グリーンファーム、郡山市の(有)降矢
農園の４者が参加し、震災や原発事故から
の復興に向けた農業の取組み等を発表しま
した。

審査の結果、種芸部門では須賀川市の
(農)稲田アグリサービスが福島民報社賞を
受賞しました。園芸部門では(有)とまとラ
ンドいわきが、上位１０代表に贈られる名
誉賞を受賞しました。

(有)とまとランドいわきの元木専務取締
役は、海外の生産技術を取り入れた高度な
トマト生産体制を構築し、市場への安定供
給を行っていることや、震災後も全従業員
の雇用を継続し、地域活性化に貢献してき
た実績を発表しました。震災や原発事故を
乗り越え、安全安心な農作物生産と経営安
定に努めた実績が評価されました。

(有)とまとランドいわきを始め、名誉賞
に選ばれた１０代表は、農林水産省と(財)



７月２９日（月）、いわき市総合保健福
祉センターにおいて、福島県農地・水・環
境保全向上対策地域協議会 平成２５年度い
わき方部研修会を開催しました。

研修会には、市の担当者をはじめ、市内
で活動に取り組んでいる３２組織、７４名
が参加して、ため池の点検方法や農業水利
施設の長寿命化に向けた補修技術等につい
て研修を行いました。

研修では、ため池点検のポイントについ
て、県で作成したＤＶＤマニュアルを見な
がら実践的な方法を確認しました。水路の
補修技術に関しては、少ない予算で施工延
長を長くする工夫や水路の目地補修の手順
などについて詳しい説明があり、今後の活
動に大いに役立つものでした。

また、会場には農村風景や地域ぐるみの
活動をテーマとした「ふくしま むらの輝
き２０１２」写真コンテスト（地域協議会
主催）の入賞作品が展示され、参加者の関
心を集めていました。今年度も作品を募集
していますので、多数のご応募をお待ちし
ています。

同協議会が扱う農地・水・環境管理支払
交付金（農地 水 環境向上対策）は 地

有害鳥獣防止対策会議を開催
しました

７月２３日（火）、県いわき合同庁舎に
おいて、有害鳥獣被害防止対策会議を開催
しました。

有害鳥獣被害防止対策会議は、いわき地
方における鳥獣被害防止対策を検討し、イ
ノシシ、ハクビシン等による農作物被害の
軽減を図るために開催しています。いわき
市内では、電気柵の導入による防止対策が
進んでいますが、そのほとんどは個人によ
る取組みであり、対策が遅れる農地への被
害の集中や新たな農地への被害の拡大が問
題となっています。会議では、集落などの
地域ぐるみで取り組む被害防止対策につい
ての取組事例が県農業総合センターより報
告され、市内での研修会開催も決定しまし
た。

（人気の屋台には行列ができました）

（県内市町村の屋台が集まったコーナー）

いわき地方農薬適正使用推進
会議を開催しました

７月２３日（火）、県いわき合同庁舎に
おいて、いわき地方農薬適正使用推進会議
を開催しました。

農薬適正使用推進会議は、いわき地方に
おける農産物生産の農薬適正使用を推進
し、消費者に安全・安心な農産物を提供す
ることを目的としています。農薬の適正使
用については、毎年指導を徹底していると
ころですが、全国的に見てみると、依然と
して農薬残留基準値の超過事案が散見され
ているのが現状です。原因別にみると、使
用者の不注意による農薬の不適正使用によ
るものが多くなっています。

いわき市内では、ＪＡ等の出荷団体によ
る市場出荷のほか、直売所組合による直接
販売が盛んに行われています。会議では、
事故の未然防止に向けた農業者に対する注
意事項の周知と栽培履歴の記帳推進、万一
の事故時における出荷停止や事後対策など
について、関係機関の役割を確認しまし
た。
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福島県農地・水環境保全向
上対策地域協議会いわき方
部研修会を開催しました

（農薬適正使用と有害鳥獣の被害防
　止について意見交換されました）
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（補修技術の研修を受けました）

（いわき市は復旧工事の事例発表を行いました）

交付金（農地・水・環境向上対策）は、地
域の手で農地・農業用水や地域環境を守る
取組みについて支援する制度です。昨年度
から平成２８年度までの５か年間の計画と
して第二期対策が実施されており、水路の
草刈り・泥上げ、農道の砂利補充などを行
う共同活動、施設の長寿命化を図るため老
朽化した水路の目地補修や素掘水路からコ
ンクリ―ト水路への改修などを行う向上活
動、東日本大震災により被災した水田や水
路などの復旧を行う復旧活動について支援
を行っています。

今年度は、市内３３組織で共同活動、１
０組織で復旧活動が実施されています。こ
れらの活動を通じて、地域の繋がりが更に
深まり、地域の活性化が図られることを期
待しています。

（いわき方部研修会の様子）

第１１回農業農村整備事業
成果発表会が開催されまし
た

（昨年度の写真コンテストの優秀
　作品が飾られていました）

８月２日(金)、郡山市の福島県農業総合
センターにおいて、第１１回農業農村整備
事業成果発表会が開催されました。

この発表会は、県、市町村、土地改良区
等の職員が参加し、農業土木技術のスキル
アップと今後の業務の参考のため、年に一
度、日ごろの成果を発表しているもので
す。

始めに、（独）農業･食品産業技術総合研
究機構農村工学研究所の後藤眞宏上席研究
員から「小水力発電の導入による農業用水
利施設の活かし方」について特別講演があ
りました。講演では、小水力によるエネル
ギー生産の仕組みや発電施設導入事例、発
電規模毎の電力の活用方法や農業用水利施
設の規模に見合った小水力発電の導入方法
などの説明がありました。

また、福島県の復旧･復興のため全国から
派遣されている「福耕支援隊」の活動報告
として、相双農林事務所に派遣されている
愛媛県の職員から、現在担当しているほ場
整備事業に関する説明会の状況などについ
て発表がありました。

成果発表会では１４件の発表があり、い
わき市農地課からは、東日本大震災で被災
した愛谷堰頭首工の復旧工事に当たり、工
事実施期間の制約や用水供給等の問題が
あったにも拘わらず、仮設工法の見直し等
により約３０％のコスト縮減を図った事例
発表がありました。

また、いわき農林事務所からは、地元で
設立した地縁団体を活用して、相続等で取
得が難しい共有地を農道用地として取得し
た事例の発表を行いました。

今後とも、農業農村整備事業の推進にあ
たっては、常日ごろから問題意識を持ちな
がら、諸課題について対応していくととも
に、今回の成果発表会で得た知識や技術を
業務に活かせるよう努めてまいります。



※１

※２

※３
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小学校高学年を対象に一週間程度の農
山漁村交流・滞在の生活体験を推進す
る、文科省・総務省・農水省の連携事
業。愛称：ふるさと子ども夢学校

全国のグリーン・ツーリズム実践者や
都市と農村の生活者が集いグリーン・
ツーリズムの展開と継続的な発展を目
指して交流を行う大会。昨年度の開催
地は福井県。

（委員会の本田会長へ認定証書が手渡されました）

８月５日（月）、いわき市川前町の川前
町商工会において、グリーン・ツーリズム
（※１）の実践団体であるいわきの里川前ふ
るさと体験交流委員会に「子ども農山漁村
交流プロジェクト（※２）福島県モデル」の
認定証書を伝達しました。これは、委員会
が平成２２年度から引き続き県モデルの認
定を希望し、福島県ふるさと子ども夢学校
推進協議会長から認定されたものです。

いわきの里川前ふるさと体験交流委員会
は、県・市・商工会・農山漁村関係者の連
携により、いわきの里鬼ヶ城、いわき市川
前支所、農業・漁業協同組合等の協力のも
とに安全・安心な受け入れ体制を整えて、
県内だけでなく東京等から広く小学生・親
子を受け入れ、農林水産業体験、食事作り
等の体験プログラムを実行してきたところ
です。

東日本大震災により停滞を余儀なくされ
た活動は再開しているものの、震災以前ほ
どの実績に戻らない現状ですが、本田会長
からは「東京都港区の団体との継続した協
力体制を構築している。」「キジ料理等の
川前町独自の魅力ある活動を実施していき
たい。」「１１月に開催される全国グリー
ン・ツーリズムネットワーク福島大会（※

３）を契機に、いわきでのグリーン・ツーリ
ズム活動が盛り上がることに期待してい
る。」といった、復興に向けた前向きな発
言がありました。

農林事務所は、いわき地方振興局と連携
しながらグリーン・ツーリズムの実践団体
を継続して支援していきます。

いわきの里川前ふるさと体験
交流委員会を「子ども農山漁
村交流プロジェクト福島県モ
デル」に認定しました

農山漁村地域において、自然、文化、
人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活
動。

前日の夕方からの激しい雨とは打って変
わって、夏らしい日差しとなった８月７日
（水）、たいら七夕まつりの会場（レンガ
通り）において、農産物キャンペーンを実
施しました。

このキャンペーンは、県産農林水産物の
風評を払拭するために、東日本大震災の直
後である平成２３年４月から実施されてい
ます。昨年までは県下一斉にスーパーマー
ケットや直売所で実施しました（平成２４
年度、いわきではマルトで４回実施）が、
今年度は、地域の実情・特性を生かした形
で３回実施する計画となっています。

今年度１回目となる今回は、たいら七夕
まつりの中日である７日の午前１０時３０
分から１２時まで行い、安全・安心な農林
水産物の生産、流通体制を図っている福島
県産、特にいわき産の農産物をＰＲしまし
た。また、「食べて応援しよう！」をテー
マに、市内で生産されたブルーベリー、エ
リンギ、シイタケをプレゼントし、夏休み
を迎えた小中学生や小さな子ども連れの家
族が多く訪れ、喜んで受け取っていただき
ました。「菌床きのこは安心だよね。」
「県産の野菜、いつも食べているよ。」と
いった声をかけていただき、好評のうちに
終えることができました。

県では、今後とも、消費者・食産業関係
者・農林漁業者のみなさまと一体となり風
評の払拭に向けて取り組んでいきますの
で、県産農産物を食べて応援してくださ
い。

なお、第２回は、９月２８日（土）に道
の駅よつくら港で予定しています。

農産物販売キャンペーンを
実施しました
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に森林のすばらしさを体験させることがで
きたとのことでした。

その他、原発事故後の対応に苦慮しなが
らも森林環境学習や学習フィールドの再生
活動を実施した事例や県立岩瀬農業高等学
校の生徒による希少植物サギソウの保護へ
の取り組みなどの発表がなされ、活発な意
見交換が行われました。

（湯本三小の発表風景）

８月８日（木）、いわき市パレスいわや
において、いわき市農林水産業振興大会が
開催され、市内の農林水産業の生産者ら約
２００人が参加しました。

始めに、渡辺敬夫市長から「いわきの基
幹産業である第１次産業の復興なくしてい
わきの復興はない。いわき農林水産業の復
興に向け、各種施策に全力で取り組んでい
きたい。」とあいさつがあり、来賓代表と
して、根本茂市議会議長が祝辞を述べまし
た。

続いて、東日本大震災以降、第１次産業
に就いた１７名（うち農業部門５名、林業
部門１２名）が激励を受けました。農業部
門は甲高光ＪＡいわき市経営管理委員会長
が代表の下山田善裕氏を激励し、林業部門
では田子英司市森林組合長が代表の渡辺大
地氏を激励して各々に対して記念品が手渡
され、下山田氏、渡辺氏がそれぞれ、感謝
と決意を述べました。今回、水産業部門で
は就労者はいませんでしたが、吉田喜中之
作漁業協同組合代表理事組合長が「風評に
負けず、新しい仲間を増やしていきた
い。」と水産業復興に向けた決意を述べら
れました。

それから、第３７回市農林業賞の表彰が
行われ、渡辺市長がＪＡいわき市梨部会の
松本明能部会長、農事組合法人いわき菌床
椎茸組合の磯上浩一組合長理事にそれぞれ
賞状と盾を手渡しました。受賞者を代表し
て、松本部会長が「震災、原発事故、風評

負 ず 毎 努 を積 農

いわき市農林水産業振興大
会が開催されました

（いわき産の農産物を食べて応援してね！）

８月７日（水）、福島県農業総合セン
ター多目的ホールにおいて、森林環境基金
事業成果発表会が開催されました。

森林環境基金事業は、平成１８年度より
福島県で取り組んでいるもので、森林環境
税を財源として森林環境の保全や森林を県
民全体で守り育てる意識の醸成を図ること
を目的として、水源地域の手入れが遅れた
森林の整備や間伐材の利用促進、森林づく
りへの県民参画などを推進しています。こ
の取組みについて、広く県民に情報発信す
るとともに、事業担当者の情報交換及び研
鑽を図る目的で、発表会が開かれました。

今年度は、小中学校や高等学校が主体と
なった森林環境学習への取り組み状況を中
心に８件の発表が行われました。

いわき管内からは、湯本第三小学校の磯
崎晴美教諭、男庭幸恵教諭が「外部講師を
活用した森林環境学習の実践」と題して発
表しました。湯本第三小学校では、従来
行ってきた学校周辺山林での体験活動が原
発事故の影響により自粛せざるを得ない状
況となりましたが、「もりの案内人の会」
との緊密な連携により、昆虫学習や低線量
地域でのフィールドワークを実施し、児童
に

（キャンペーン開始を待つ行列）

森林環境基金事業成果発表会
が開催されました
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るとともに、さらなる農林水産業の推進を
誓い合いました。

（いわき市農林業賞はＪＡいわき市梨部会と
いわき菌床椎茸組合が表彰されました）

に負けず、毎日の努力を積み重ね、地域農
業の復興に力を尽くしていきたい。」と謝
辞を述べました。

このあと、東洋大学社会学部メディアコ
ミュニケーション学科の関谷直也准教授が
「風評のメカニズムとその対策」と題し、
「風評の払拭に向け、農産物の安全性に加
え、いわきの良さを伝えていくべきだ。」
と講演されました。情報交換では、市長を
囲む地産地消昼食会も開かれ、参加者がい
わき産の野菜や果物などを使った「いわき
産新鮮野菜のゼリー寄せとカツオのサラダ
仕立て」「カボチャと長ネギの二層スー
プ」など５品を堪能しました。

大会に参加されたみなさんは、いわき産
農産物の美味しさ、すばらしさを再認識す
るとともに、さらなる農林水産業の推進を

地産地消推進日（９月は８日(日)）に合わせ、いわき農林事務所に情報提供のあっ

た食彩ふくしま地産地消推進店のメニューを紹介しますので、ぜひご賞味ください。

※ 営業日（メニューの実施日）については、事前にご確認ください。

１ フレンチレストラン ラ・フォンローズ（平字新田前）
地産地消メニュー：コース全般（前菜からデザートまで。6,000円～）

説明：メニューの一部に、県産の野菜（ナス、きのこ等）を使用

実施日：毎日（不定休）

２ いわき食彩館株式会社 スカイストア（平字一町目）
メニュー：①注文弁当 ②日替わり弁当 ③惣菜

説明：いわき、福島県産の安心・安全な食材をふんだんに活かした料理を楽しんで

ください。

３ 遊食屋ガーデン（泉ヶ丘２丁目）
推進日を含む毎日のメニュー（要予約）

地産地消メニュー：ランチ（2,000円～）、ディナー（5,000円～）

説明：野菜（ほとんどいわき産・県産）をたっぷり使用し、塩分や脂肪分を控え

めにしたヘルシーな本物の料理を閑静な住宅街で味わってください。



◎ 皆様からのご意見・情報をお待ちしております。

福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課
〒970-8026 福島県いわき市平字梅本１５番地

（県いわき合同庁舎 ３階）

T E L (0246)24-6152 F  A  X (0246)24-6196

○ふくしまの最新情報を「ふくしま 新発売。」に掲載していますので

どうぞご利用ください。

http://www.new-fukushima.jp/index.html

１ 「がんばろう ふくしま応援店！」一覧

２ イベント情報

３ 農林水産物モニタリング情報

(1)モニタリング情報検索

(2)出荷制限等一覧表

「東日本大震災」

及び｢原発事故｣からの

復興のために！


